
　四ッ谷おにぎり仲間の活動は先月（３月）で丸１５年になりま
した。そして、復活祭の今日から１６年目の活動に入ります。四ッ谷おにぎり
仲間の会計年度は４月から翌年の３月までです。昨年度（２０１４年４月から
２０１５年３月）は、のべ６６０７人の方たちにおにぎりを配り、毎月数人の
方が福祉事務所で生活相談や生活保護を申請されるのに同行したり、福祉事務
所を経由して病院に行かれるのに同道しました。
　こうした活動がとどこおりなくおこなえるのも、みなさんの献米や献品があっ
てはじめて成り立つことです。あらためて感謝申しあげます。
　
　３月、４月は別れと出会いの季節です。学校では卒業と入学、企業などでは
入社・転勤・異動があります。四ッ谷おにぎり仲間の活動に参加してくれてい
る上智大学生、芝浦工業大学生、明治学院大学生のなかにも、先月、卒業を迎
えた方がいます。感謝を込めて矢内原忠雄の「卒業生を送る」という一文を贈
りたいと思います。
　１９４１年（昭和１６）３月、その４年前に反軍・反戦思想を問われて東大
教授を辞職していた矢

や

内
ない

原
はら

忠
ただ

雄
お

（戦後に復職し、東大総長を務めた）は「卒業
生を送る」と題して、つぎのように呼びかけました。
「君たちを今の時勢に於いて世に送るは、特別小羊を狼の中に入れるようなも
のだ。併

しか

し心配することはない。君たちが信仰に立つ限り、神は君たちの盾
たて

と
なり、力となって下さる。（中略）急ぐな。失敗しても悲しむな。失敗は誰にでも
ある。失敗によって神を知ることが出来れば、失敗も幸福なのだ。人生を長く、
大きく、来世まで見透して考えよ。（中略）神を愛せよ。隣人を愛せよ。少しでも
周囲の人々を助けよ。殊

こと

に弱き者を助けよ。君たちの生涯をして、弱き者には
喜ばれ、傲

おご

る者には憎まれるものたらしめよ。君たち互
たがい

に愛せよ。愛だけが永
遠に残るのである。さらば往け、元気で、主の平安の中に」
　「君たちの生涯をして、弱き者には喜ばれ、傲

おご

る者には憎まれるものたらしめ
よ」は私がいつも心に刻んでいる言葉です。
　聖書には　「これらの小さな者が一人でも滅びることは、天の父の御心ではな
い」とあります。一人ずつがかけがえなく大切なもの。どんなに小さくても、弱
くても、一人ずつに価値がある。「ひとり」を大切にして、一人ひとりとかかわる。
イエス様はそのことをなによりも大切にされました。      （四ッ谷おにぎり仲間・相内亨）
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早いもので、カレーの会に参加させていただくようになって、5年半が経ち
ました。お陰様で、お顔見知りも増え、「おはよう。」「美味しかったよ。」

「またね。」と声をかけていただいたり、一緒にテーブルを拭いたり、椅子やゴミの後片付け

をしたり、世間話も、時にさせていただくようになりました。 
「怖くない？」 
「カレーをだして、一体、何の解決になるの？」 

といった疑問を よくいただきます。私も、最初は、答えられずにいましたが、一緒に働いた

り、時を共有すれば、その人、その人の答えがでるかもしれません。

私自身、週に 1度、ほんの 2，3時間だけですが、その時を共に過ごすことで、変わるもの
がありました。 家の有無に、思っているほど、大きな線引きがあるわけでなく、今、家があ

る方は、たまたま、仕事や家庭に 恵まれていたからで、反対に、家のない方は、たまたま、

家族の縁に薄かったり、時代に合わなかったり、体を壊したり、頼れる人がいなかったり。そ

の差は、たまたまであり、努力云々だけではないように感じています。 
また、仕事を紹介したり、自立に向けての支援活動に力を入れるべきでは、と悩んだ時期もあ

りました。（生活相談は、ここでもされています。）が、実際に、中で働くようになり。 
「普段、厳しい視線にさらされているけど、ここでは、身の危険を感じることもなく、

雨風をしのげる部屋で、椅子に座って、温かいカレーを食べて、ＢＧＭをききながら、

珈琲まで、飲める。そして、こうして、顔なじみまでいるんだよ。これは、すごく、

嬉しいことで、感謝してるよ。」

と、いわれ、食べ物を提供しているだけはなかったことを知りました。その後、この言葉は、

私の指針ともなっています。また、続けることの大切さもこの言葉で教えてもらいました。 
顔なじみが、大きな安心につながるというのは、時が心の距離を縮めてくれるというとなので

しょう。 
私にとっても、顔なじみとなった仲間と過ごす、大変、貴重なひと時。これからも、続けら

れたら、と願いながら、今、ここに参加させていただいていることに、感謝し、月曜日を過ご

させていただいています。

カレーの会 上村裕子

 
        ★裏面にミニバザーからのお知らせがあります。合わせてご覧ください。
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３月の献米結果報告

・お米　　　　364.45㎏　　　

・お米券　　　21枚　　　　

・昆布（佃煮）　1パック

・ラップ　　　12本

・海苔　　　　95枚

・梅干し　　4パック

・コーヒー　5パック

・砂糖　　　2パック

・お茶　　　2本

・献金　　　33,500 円

５月・６月の献品日（6 月は第二土日になりますので、ご注意ください！）

５月 2 日   （土）　  17：45 ～ 18：00（18 時のミサの前）

５月３日   （日）　  8：20 ～ 10：30（8 時 30 分、10 時のミサの前）

６月 13 日（土）　  17：45 ～ 18：00（18 時のミサの前）

６月 14 日（日）     8：20 ～ 10：30（8 時 30 分、10 時のミサの前）

                                                                                   よろしくお願いいたします！

◎　〈カレーの会で集めている品物〉……使い捨てスプーン（カレーを食べるときに使う）、

　　　　　　　　　　　　　インスタントコーヒー、コーヒーに使用する砂糖、クリーマー

　　〈四ツ谷おにぎり仲間で集めている品物〉……梅干し、海苔、おにぎりを包むラップ

◎　毎週土曜日、14：00～ 17：00まで、テレジアホールのパントリー１でも、四ッ谷

　　おにぎり仲間が献品を受け付けております。

四ッ谷おにぎり仲間  報告（３月）

３月におにぎりを配って訪問した方  ４９６ 名でした。

ご協力ありがとうございました。

カレーの会  報告（３月）

カレーを召しあがった方  ８２８名、シャワー  ３０名、医療相談  ４名　　

今後ともご協力よろしくお願いいたします。

ありがとうございました！

みなさまのおかげで、現在、お米の在庫が増えております。なるべくフレッシュなお米を
使っておにぎりやカレーライスを作りたいと考えておりますので、誠に勝手ながら、８月
まで献米の受け付けを控えさせていただきます。９月からふたたび受け付けさていただく
予定でいます。ご理解いただければ幸いです。なお、下記にあります、お米以外の品物は
従来どおり受け付けておりますので、ご協力よろしくお願いいたします。

お知らせ


